
平成２７年度６月度　バージョンアップ項目

<施工図システム>

１．　ベースパックＶシリーズのパターン追加

２．　デッキ受けＰＬと小梁との緩衝の自動回避と合番､原寸に対応

３．　コラム柱のフタの設定

４．　途中階からのコアの立ち上がり設定にまつわる梁、柱単品図、詳細図対応並びに、帳票出力開発

５．　ファブラックス、ＮＤコアのノンスカラップ､スカラップ工法の選択対応

６．  曲げガセットプログラム開発

７．  軸ブレスのコラムブレス､Ｈブレス時に於けるブレスシートの勾配梁との取りあい型紙対応

８．　斜め通りの折板受けの開発

９．　柱廻りのデッキ受けＰＬの設定と柱単品図､リスト対応

１０．間柱納め方向の自動設定に対応

１１．タイコ板厚の個別修正に対応

１２．製品検査表　"良"を"適"に変更

１３．ネットフックの単品図、詳細図への表記プログラム開発

１４．柱詳細、胴縁ピースの作図を修正

<胴縁システム>

１．　胴縁のライナーＰＬ設定及び加工図の対応

２．　胴縁角パイプのフタの設定にまつわる各種帳票の変更

３．　データ集計の工区合番対応

４．　実寸の加工図の出力対応

５．　加工図の寸法線表示の設定を追加



■ 施工図システム

１．ベースパックＶシリーズのパターン追加 

 ベースパックＶシリーズに対応しました。

２．デッキ受けＰＬと小梁との緩衝の自動回避と合番､原寸に対応

　  デッキ受けＰＬと小梁が緩衝する場合、自動でデッキ受けＰＬを回避する様修正しました。

　　　

　　　<修正前>

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　<修正後>

　　　



３．コラム柱のフタの設定

　 コラム柱取り付く梁がピン梁の場合のフタに対応しました。

　 設定方法：

(1) 梁修正よりダイアミミを設定してください。

　　　　1箇所ダイヤミミを修正すれば、その柱に取り付く梁のダイアミミは自動で変更されます。

(2) フタの厚みは、<柱詳細図>－<ダイヤ確認>で変更してください。



４．途中階からのコアの立ち上がり設定にまつわる梁、柱単品図、詳細図対応並びに、帳票出力開発

　  途中階からコアで始まる柱へ対応しました。

　　設定方法：

(1)２ＳＬで始まる柱の場合は、まず２ＳＬで柱を配置してください。

(2) "途中階コア"の項目を選択後、設定したい柱を選んでください。

　　　<軸図　出力例>



５．ファブラックス、ＮＤコアのノンスカラップ､スカラップ工法の選択対応

  ＜基本データ＞－＜基準設定＞－＜ジョイント空間＞

  ジョイント空間の設定で既製品コアのノンスカラップ、スカラップが選択できます。

　　　　　　　　　　　　　



６．曲げガセットプログラム開発

    曲げガセットに対応しました。

    斜めガセットの曲げの設定を追加しました。

・梁修正で個別に変更します。

＜梁修正の画面＞

　ガセットを曲げる場合はチェックを付けます。

　・曲げ位置はフランジの端からの寸法を入力します。

　

＜原寸型紙の出力例＞



７．軸ブレスのコラムブレス､Ｈブレス時に於けるブレスシートの勾配梁との取りあい型紙対応

     勾配梁の場合にブレスシートを斜めに切り取るようにしました。

　　

　　ブレスシートのガイド図にある「切取角度変更」ボタンをクリックするとシート形状が変わります。　

     ブレスシートが梁にそって斜めになります。　　

     ブレス１体型に取付マークを出力に対応しました。

　　軸ブレスの１体型のシートに取付マークを出力するようにしました。

＜軸ブレスの修正の画面＞

コア部に通しダイアがある場合は「ダイア天端」を選択できます。



＜軸ブレスの原寸型紙の出力例＞

　



　

８．斜め通り上の折板受けの開発

直交の折板受けを配置したのち、斜め折板を配置してください。

　＊妻側には対応していません。

　

 ＜折板受け設定＞－＜折板受け斜め梁配置＞

・ 斜め梁に折板受けを配置する場合は「折板受け斜め梁配置」を選択します。

斜め梁を１本ずつ選択して折板受けを配置します。
　

＜斜め梁の選択画面＞

・ 斜め梁を選択して「決定」ボタンで折板受けを配置します。

・ 直交の梁は選択できません。「折板受け配置」で配置して下さい。



１つの柱に２本の角度の違う折板受けが乗る場合は、片側を梁の端部で止めます。

・直交梁と斜め梁の場合は直交梁側を優先します。

　・斜め梁同士の場合は先に配置した折板受けを優先します。

　　　



９．柱廻りのデッキ受けＰＬの設定と柱単品図､リスト対応

 ＜詳細図＞－＜デッキ受け＞

 柱廻りのデッキ受けを出力にチェックを入れると、柱廻りのデッキ受けが出力されます。

＜柱廻りのデッキ受け出力例＞



１０．間柱納め方向の自動設定に対応

　　間柱の納め方向を水上からに自動設定されます。

　　<勾配計算>で[間柱納め方向を水上からに変更する]にチェックを入れ実行して下さい。

　(個別に修正した間柱納め方向も変更されます。)

　　

　　　　　　　

　　　　　　



１１．タイコ板厚の個別修正に対応

　　タイコの板厚を個別に変更できるようになりました。

　　<柱詳細図>－<ダイヤ確認>で変更できます。

１２．製品検査表　"良"を"適"に変更

　　"良・否"の 項目を、"適・否" に変更しました。

      <修正前>　　　　　　　　　　　　　　　　　　 <修正後>　



１３．ネットフックの単品図、詳細図への表記プログラム開発

  ＜詳細図＞－＜梁詳細図＞－＜単品加工図作成＞－＜ネット受け入力＞－＜初期設定＞

  ネット受けを図面出力するにチェックを入れると、ネット受けピッチが出力されます。

（梁単品図、梁詳細図）

 ＜梁単品図出力例＞



１４．柱詳細、胴縁ピースの作図を修正

　　・胴縁ピースが柱の側面に付く場合に孔・ピース芯を作図するようにしました。

・柱単品図のピースと寸法線の色を変更しました。

＜柱単品図の出力例（一部抜粋）＞



■胴縁システム

１．胴縁のライナーＰＬ設定及び加工図の対応

  ＤＣ材にライナーを自動で取り付けます。

・編集画面、割付図には表示しません。　

・割付ピッチ等は「初期設定」-「ＤＣライナー」で設定します。　

ライナーの個別の修正はできません。加工図等の出力時に自動で取り付けます。

[ＤＣライナーの設定画面]

「ＤＣライナーの配置設定」

　　両端からの寸法・ピッチ・中央の寸法を入力して下さい。

・入力した設定で加工図出力時にＤＣ材にライナーを配置します。

・ 胴縁のサイズ毎に配置するライナーを選択して下さい。

※ライナーを配置しない場合は胴縁サイズ・ライナー符号の項目を空白にして下さい。

「ＤＣライナーのマスター編集」

　　使用するＤＣ材のライナーを登録して下さい。（入力手順はピースマスターと同様に行ないます）

　　　

　ライナーのマスターは全工事共通ですが、割付ピッチ等は工事別の設定になります。

　　・新規の物件は最後に使用した物件の設定をコピーします。

　　・バージョンアップ後の起動時に設定が無い場合は「ＤＣライナー」で設定画面を表示します。



[胴縁加工図の出力例]



２．　胴縁角パイプのフタの設定にまつわる各種帳票の変更

角パイプにフタを取り付けします。

　・内フタの場合は胴縁配置時に自動で取り付けることができます。

  「胴縁配置時に内フタを取り付ける」にチェックを付けます。

   ＊配置後に修正で有無を変更できます。

  ・外フタ、ベースは胴縁編集の個別修正または一括修正で選択します。

    設定は「初期設定」-「基本データ」-「角パイプ」で行ないます。

 [基本データのフタの設定画面]

[胴縁編集、個別修正の画面]　

　ボタンクリックで「無」-「内」-「外」-「ベース」の順に変更します。

　



[胴縁加工図、内フタの出力例]　

[胴縁加工図、外フタの出力例]

　



[胴縁加工図、ベースの出力例]　

※内フタ外フタは配置の基準から内側に、ベースの場合は外側に取り付けます。

　　胴縁寸法にフタの厚みは含まれません。



３．データ集計の工区合番対応

工区の有無に関係なくいつでも工区合番の処理をできるようにしました。

・以前は追加集計した後は処理できませんでした。

４．実寸の加工図の出力対応

胴縁加工図を実寸で出力できるようにしました。

「初期設定」-「出力設定」-「加工図１」の用紙サイズで選択します。

・Ａ３用紙で縮尺1/20で作成します。

 長い胴縁の場合は枠を大きくします。

 短い胴縁の場合は横２列にします。

[出力設定の画面]　

[胴縁加工図、出力例]　



５．加工図の寸法線表示の設定を追加

加工図の寸法線（紫色）の表示の有無の設定を追加しました。

「初期設定」-「出力設定」-「加工図２」で設定を変更します。

　

[加工図の出力例]　

　全長以外の寸法線表示を無しで出力した例です。

　


